
感
明
倫
蛍
の
欝
師
と
な
り
、
安
政
四
年
叉
務
命
に
よ

っ
て
類
察
凶
史
繰
典
補
修
の
事
を
督
し
た
が
、
業
未

だ
絡
に
就
か
ず
し
て
同
年
七
月
十
九
日
夜
し
た
。
享

年
六
十
一
一
。
そ
の
歌
集
に
菊
間
・
越
芳
・
闘
の
菊
が
あ

り
、
後
者
に
は
男
猛
之
の
作
も
合
綿
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

タ
ナ
キ
棚
木
鳳
軍
部
宇
出
諮
の
小
手
。
今
宇

出
津
港
の
入
口
に
家
屋
の
あ
る
所
で
、
元
の
棚
木
城

の
城
下
で
あ
る
と
い
ふ
。

タ
ナ
キ
ウ
ヂ
棚
木
氏
能
驚
の
守
秘
畠
山
氏
の

隠
滅
で
、
鳳
京
都
棚
木
に
民
た
。
大
永
申
棚
木
左
衛

門
・
謀
叛
の
聞
え
が
あ
っ
て
、
長
英
也
等
之
を
攻
め
た

こ
と
が
あ
る
o
後
叉
棚
木
左
門
氏
之
と
い
ふ
も
の
が

あ
り
、
そ
の
子
新
五
漣
之
は
長
努
抽
出
の
養
子
と
な
っ

た
が
、
迭
に
越
後
に
走
っ
て
黒
澗
に
民
り
、
黒
澗
良

民
の
元
組
と
な
っ
た
。

タ
ナ
キ
カ
ツ
セ
ン
倒
木
合
職
安
E
十
年
一
乱
用

長
奥
市
崇
越
は
越
後
か
ら
渡
海
し
て
能
管
に
侵
入

し
、
島
倉
吉
臓
・
熊
魚
伊
勢
・
創
見
奥
十
郎
と
共
に
臨

荒
郡
棚
木
城
に
錨
っ
た
。
そ
の
頃
長
漣
龍
は
越
申
魚

津
城
を
攻
撃
し
て
ゐ
た
が
、
引
返
し
て
樹
木
城
を
攻

め
、
器
用
品
u
ご
日
之
を
陥
れ
、
景
越
は
小
林
平
左
衛

門
の
鑓
に
討
た
れ
た
。
笛
日
の
大
手
一
番
莱
は
阿
岸

掃
邸
、
一
番
首
は
凶
分
上
右
衛
門
、
鰯
手
一
番
莱
は

鈴
木
因
幡
、
一
番
首
は
奥
村
慈
休
で
あ
り
、
討
死
は

閲
部
名
左
衛
門

1

阿
惇
備
部
で
あ
っ
た
。

タ
ナ
キ
ジ
ヨ
ウ
棚
木
城
鳳
京
都
字
出
律
蹴
聞
東

方
の
山
上
に
在
っ
て
、
一
に
田
名
木
に
作
り
、
遠
島

山
と
も
い
ふ
。
実
正
十
年
長
奥
市
農
漣
こ
れ
に
操
っ

て
滅
び
た
。
越
菅
賀
三
州
志
故
郷
考
に
、
宇
出
樟
入

海
の
左
方
の
山
の
崎
、
商
へ
指
出
る
地
、
幅
百
聞
許

に
長
三
百
聞
許
の
所
を
城
跡
と
い
ふ
と
記
す
る
。

タ
ナ
キ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
タ
ヤ
棚
木
白
山
紳
枇

風
景
郡
宇
出
・
諸
に
鎮
座
す
る
。
文
邸
ご
年
の
諸
橋
六

タ
十

郷
目
録
に
、
宇
出
禄
跡
聞
の
う
ち
ご
段
白
山
と
あ
る
一
タ
ナ
ペ
ザ
ダ
マ
ザ
田
植
既
定
正
沼
緯
際
兵
衛
。

も
の
是
で
あ
る
。
式
内
簿
醤
祉
砲
に
、
『
棚
木
白
山
跡
一
初
め
織
悶
信
長
に
仕
へ
た
が
、
後
前
田
利
家
に
臣
事

赴
。
宇
出
津
村
細
木
銀
座
。
萄
赴
也
。
』
と
あ
る
。
今
一
し
て
六
十
俵
を
受
け
、
天
E
十
六
年
六
周
十
ご
日
夜
。

は

車

に

白

山

跡

祉

と

稽

す

る

。

一

子

孫

相

縫

い

で

務

に

仕

へ

る

。

タ
ナ
キ
マ
サ
Z

欄
木
縫
枝
関
東
部
宇
出
禄
の
一
タ
ナ
ペ
シ
ゲ
マ
ザ
田
鐘
霊
政
迦
稽
久
蕊
右
衛

人
。
ご
郎
と
稽
し
、
丹
背
の
術
を
文
穏
に
民
・
ん
だ
。
一
門
・
助
太
夫
。
膝
兵
衛
定
E
の
子
。
実
正
十
八
年
初

文
穏
は
伊
勢
の
人
で
、
多
年
棚
木
氏
に
寄
食
し
た
も
一
め
て
疎
百
四
十
俵
を
受
け
、
入
王
子
及
び
大
理
寺
の

の
で
あ
る
。
明
治
五
年
七
用
十
ご
日
夜
。
一
役
に
戦
功
が
あ
り
、
臨
長
九
年
悶
八
周
百
五
十
石
を

タ
ナ
バ
タ
七
夕
務
政
の
時
、
七
局
七
日
や
・
七
一
加
へ
て
三
百
石
と
な
り
、
大
坂
蒋
役
に
平
野
口
で
首

タ
叉
は
思
祭
と
い
う
た
。
前
日
子
女
は
硯
を
洗
ひ
清
一
一
つ
を
得
た
。
寛
永
十
八
年
享
年
七
十
で
夜
。

め
、
こ
の
日
入
噌
手
の
葉
の
製
片
七
個
な
る
を
選
び
、
一
タ
ナ
ベ
ス
ケ
マ
ザ
田
趨
助
正
遺
構
貞
之
助
。

そ
の
表
面
に
七
夕
の
歌
な
ど
を
脅
し
、
二
枚
-P
重
ね
一
少
よ
り
武
技
を
好
み
、
後
江
戸
に
出
で
、
長
容
の
街

て
葉
柄
を
紙
に
て
包
み
、
河
中
に
之
や
.
流
す
。
或
は
一
を
消
水
正
則
に
製
び
、
門
下
に
教
授
す
る
こ
と
ご
千

桐
襲
を
以
て
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
叉
紫
付
の
竹
に
一
人
を
越
え
た
。
務
内
に
長
谷
の
万
法
の
起
っ
た
こ
と

『
奉
ご
皐
』
な
ど
L
脅
し
た
る
大
行
般
を
賞
き
、
四
隅
一
助
正
に
初
る
と
い
は
れ
る
。
明
治
元
年
家
を
襲
い
で

に
紅
白
切
紙
の
袋
飾
を
施
し
、
竹
技
に
短
加
・
提
灯
一
旅
百
三
十
.
石
を
受
け
、
北
越
の
役
に
功
が
あ
り
、
金

を
吊
し
た
る
を
作
っ
た
。
こ
の
行
僚
は
士
家
・
町
人
共
↓
搾
務
機
少
鴎
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
十
一
年
十
一
周

に
之
を
造
り
、
日
暮
れ
る
時
は
、
浅
野
川
・
陣
川
の
一
十
八
日
夜
、
事
年
五
十
ご
。

橋
上
に
奈
っ
て
之
を
河
中
に
投
ず
る
の
で
あ
る
が
、
一
タ
ナ
ベ
ナ
ホ
カ

F
国
語
草
鹿
沼
稽
判
次
郎
・
義

河
中
に
は
藤
内
等
が
あ
っ
て
、
浸
ら
ぬ
前
に
之
を
得
一
右
衛
門
・
鍵
兵
衛
・
利
一
此
兵
衛
o
明
和
四
年
新
香
と
な

ん
と
し
、
橋
上
の
者
は
そ
れ
を
水
中
に
投
入
す
る
の
一
・
り
、
八
年
前
凶
治
備
の
近
習
に
勤
仕
し
、
安
永
七
年

齢
を
窺
号
て
互
に
緯
き
合
号
た
。
文
行
慨
を
純
衡
す
一
組
尖
判
玩
兵
衛
E
武
の
也
知
ご
百
石
を
受
け
、
実
明

る
各
国
慣
が
途
上
に
衝
突
し
て
事
闘
し
、
傷
害
を
貞
一
世
年
五
十
石
、
寛
政
四
年
叉
五
十
石
を
増
し
、
九
年

ふ

こ

と

も

間

々

あ

っ

た

。

一

御

使

番

よ

り

次

第

に

昇

恕

し

て

新

番

顕

に

去

り

、

文

タ
ナ
ベ
イ
チ
ザ
Z

号
ン
田
漣
市
左
衛
門
初
め
一
化
十
一
一
一
年
隠
跨
し
て
休
穏
と
脱
L
、
ご
十
人
扶
持
を

て
前
回
利
家
に
仕
へ
て
百
.
石
を
受
け
た
。
子
孫
相
鎗
一
受
け
、
文
政
ご
年
六
月
サ
八
日
夜
し
た
。

い

で

、

務

に

仕

へ

る

。

一

タ

ナ

ベ

ノ

プ

タ

カ

国

混

信

高

逝

稽

佐

五

右

衛

タ
ナ
ベ
カ
ケ
イ
図
鑑
夏
期
大
型
寺
の
人
。
週
一
門
。
慶
長
十
六
年
前
回
利
常
に
仕
へ
、
機
加
増
共
六

稽
英
之
助
。
突
は
特
。
幼
に
し
て
敏
感
。
安
政
六
年
一
百
五
十
石
に
東
り
、
足
瞬
顕
と
な
り
、
寛
文
十
年
に

鹿
瀬
旭
班
の
来
遊
す
る
や
、
夏
卿
を
目
し
て
北
陸
随
一
夜
。
そ
の
嫡
統
は
第
六
代
佐
五
右
衛
門
の
時
断
絶
し

一
の
英
才
で
あ
る
と
い
う
た
。
夏
卿
乃
ち
江
戸
に
出
一
た
。

で
て
安
井
息
軒
に
息
ん
だ
が
、
明
治
維
新
の
前
二
十
一
タ
ナ
ペ
ノ
プ
マ
ザ
国
語
信
援
活
稽
佐
太
夫
・
佐

像

畿

で

夜

し

た

。

部

右

衛

門

。

一

部

は

正

明

。

組

外

に

斑

し

、

一

一

一

百

石

を

受
け
た
。
御
書
物
奉
行
・
御
近
習
番
に
果
任
し
た
が
、

そ
の
妹
に
し
て
野
村
傷
兵
衛
の
後
家
で
あ
っ
た
も
の

を
預
る
う
ち
、
質
問
寺
九
時
と
遁
じ
た
事
件
に
座
し
、

文
化
十
三
年
三
周
背
木
新
兵
衛
に
御
預
と
な
り
、
十

三
年
正
用
十
八
日
越
中
五
ヶ
山
に
流
さ
れ
た
。

タ
ナ
ベ
ハ
チ
ザ
Z

モ
ン
国
語
八
左
衛
門
初
め

て
前
町
綱
紀
に
仕
ヘ
、
ご
百
石
を
領
L
、
元
総
十
五

年
夜
。
子
孫
相
織
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

タ
ナ
ベ
ヒ
デ
£
チ
田
鍾
譲
鐙
活
様
群
持
。
御

大
工
照
久
丞
の
子
。
初
め
御
居
間
方
御
歩
と
し
て
七

十
俵
を
得
、
天
明
ご
年
新
知
八
十
石
を
受
け
て
組
外

に
知
的
み
、
三
年
五
十
石
。
同
年
叉
百
石
、
五
年
七
十

石
、
文
化
九
年
五
十
石
、
次
い
で
五
十
石
を
加
へ
、

御
近
習
詰
・
奥
御
納
戸
奉
行
等
を
勤
め
、
竹
滞
御
殿

中
奥
組
に
班
せ
し
め
ら
れ
、
文
政
七
年
前
凶
弾
演
の

卒
去
後
隠
居
し
て
椴
亭
と
蹴
し
、
二
十
人
技
持
を
受

け
た
。タ

ナ
ベ
ヒ
ョ
ウ
Z

号
ン
田
漣
兵
右
衛
門
父
は

井
関
宗
兵
衛
と
稽
し
、
初
め
て
前
田
利
長
に
仕
へ
て
、

五
十
石
を
領
し
た
。
後
組
失
職
人
の
旧
遜
氏
を
胃
し
、

線
三
一
白
石
に
豆
り
、
-
冗
勝
元
年
授
。
子
孫
相
制
捜
い
で

務
に
仕
へ
る
。

タ
ナ
ベ
マ
ゴ
ス
ケ
田
漣
孫
助
初
名
勘
左
衛
門
。

御
算
用
者
よ
り
出
で
、
同
小
頭
に
進
ん
で
新
知
八
十

石
を
領
し
、
後
三
十
.
石
を
加
へ
、
安
永
四
年
組
外
に

班
し
た
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に
仕
へ
る
。

タ
ナ
ベ
マ
ザ
オ
ノ
国
語
政
己
諸
都
は
音
左
衛

門
、
後
菅
平
に
殴
め
た
。
箆
暦
三
年
に
生
ま
れ
、
天

明
六
年
八
月
新
番
組
に
列
し
、
御
近
習
番
加
入
に
な

っ
た
が
、
寛
政
八
年
三
局
御
近
習
勤
仕
と
な
り
、
文

化
十
ご
年
七
周
家
締
ご
百
石
を
襲
ぎ
、
組
外
に
列
し
、

再
び
御
近
習
番
と
な
っ
た
。
次
い
で
文
政
五
年
十
月

様
五
十
石
を
加
へ
ら
れ
て
二
百
五
十
石
を
受
け
、
六

五
二
三


